
別
表
第
一

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
五
、
七
七
〇
円

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
五
、
一
八
〇
円

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
四
、
五
九
〇
円

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
四
、
三
六
〇
円

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
四
、
一
八
〇
円

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
四
、
二
二
〇
円

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
四
、
二
六
〇
円

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
四
、
三
〇
〇
円

別
表
第
二

平
成
十
八
年
七
月
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
〇
、
六
九
〇
円

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
月
分

一
〇
、
七
二
〇
円

別
表
第
三

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
月
分

七
、
三
〇
〇
円

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
の
月
分

七
、
一
八
〇
円

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
月
分

七
、
〇
九
〇
円

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
の
月
分

七
、
一
一
〇
円

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
の
月
分

七
、
一
三
〇
円

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
月
分

七
、
一
五
〇
円

別
表
第
四

平
成
十
八
年
七
月
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
の
月
分

三
、
五
六
〇
円

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
の
月
分

三
、
五
七
〇
円

表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

基
準
永
住
帰
国
日
が
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

一
一
、
一
〇
〇
円

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外特第˜—号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
五
号

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
八
年
政

令
第
十
八
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
三
十
二
号
（
中
国
残
留

邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る

保
険
料
の
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
六

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成

十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
附
則
第
二
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定

旧
法
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基

準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
第
１
の
11
の
注
中「

第
1
1条
の
２
第
２
項
」

を「
第

1
1条
第
２
項
」

に
、「第

1
7条
第
１
項
第
２
号
」

を「
第
1
7

条
第
１
項
第
４
号
」

に
、「第

3
8条
の
２
」

を「
第
2
6条
の

２
」

に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
七
号

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
六

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平

成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
三
項
及

び
第
三
十
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
二
十
二
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
第
５
の
１
の
注
１
中
「特

定
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所

」
を
「指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準

第
2
2
0条
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所（
以
下「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。）」

に
改
め
る
。

別
表
第
５
の
２
の
注
１
か
ら
注
３
ま
で
、
同
３
の
注
１

及
び
注
２
、
同
４
の
注
並
び
に
同
８
の
注
中
「都

道
府
県

知
事

」
を
「都

道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長

」に
改
め
る
。

別
表
第
５
の
10
の
注
中
「第

1
7条
第
１
項
第
２
号
に

」

を
「第

1
7条
第
１
項
第
４
号
に

」
に
、「第

3
8条
の
２

」
を

「第
2
6条
の
２

」
に
改
め
る
。

別
表
第
６
の
１
の
注
５
並
び
に
同
６
の
注
１
及
び
注
２

中
「都

道
府
県
知
事

」
を
「都

道
府
県
知
事
又
は
市
町
村

長

」
に
改
め
る
。

別
表
第
11
の
１
の
注
２
の
２
、
同
１
の
２
の
注
１
及
び

注
２
、
同
２
の
注
並
び
に
同
４
の
２
の
注
中
「都

道
府
県

知
事

」
を
「都

道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長

」に
改
め
る
。

別
表
第
12
の
１
の
２
の
注
１
及
び
注
２
、
同
２
の
注
、

同
５
の
注
並
び
に
同
７
の
注
１
中
「都

道
府
県
知
事

」
を

「都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長

」
に
改
め
る
。

別
表
第
15
の
２
の
注
、
同
３
の
注
、
同
４
の
注
１
及
び

注
２
、
同
９
の
注
１
及
び
注
２
並
び
に
同
13
の
注
中
「都

道
府
県
知
事

」
を
「都

道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長

」
に

改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
八
号

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
六

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令

第
百
七
十
一
号
）
第
八
十
二
条
第
四
項
（
第
九
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、第
百
二
十
条
第
四
項
、

第
百
五
十
九
条
第
四
項
（
第
百
六
十
四
条
、
第
百
七
十
三

条
、
第
百
八
十
四
条
、
第
百
九
十
七
条
、
第
二
百
二
条
及

び
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

第
百
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
事
の
提
供
に

要
す
る
費
用
、
光
熱
水
費
及
び
居
室
の
提
供
に
要
す
る
費

用
に
係
る
利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
五
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
号
イ
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
」
を
「
第

十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
」
に
、「
第
三
十
八
条
の
二
」
を

「
第
二
十
六
条
の
二
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
九
号

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
六

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
二
十
三
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
単
位
数
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
五
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
一
号
ロ
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
」
を
「
第

十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
」
に
、「
第
三
十
八
条
の
二
」
を

「
第
二
十
六
条
の
二
」
に
改
め
る
。
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